
守 口 の 大 気

　

寒
波
の
季
節
で
す
。
外
気
温

が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管
の

凍
結
・
破
裂
が
現
れ
ま
す
。

　

寒
波
が
来
る
前
に
水
道
管
の

自
主
点
検
を
行
い
、
凍
結
や
破

裂
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
や
す
い
管
と
は

○
屋
外
で
露
出
し
て
い
る

○
北
向
き
や
風
当
た
り
が
強
い

凍
結
を
防
ぐ
に
は

○
管
に
厚
手
の
布
や
市
販
の
保

温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
巻
い
て

保
温
す
る

凍
結
し
た
時
は

○
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
溶
か

す
（
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と

管
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

破
裂
し
た
時
は

○
止
水
栓
を
閉
め
て
、
市
指
定

工
事
業
者
ま
た
は
水
道
局
へ

連
絡
し
て
下
さ
い

　

冬
季
は
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
暖
房
な
ど
に
よ
り
、
大
気

汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

排
気
ガ
ス
の
減
量

　

移
動
の
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
自
転
車
や
公
共
交
通
機
関

（
バ
ス
や
電
車
）
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、

加
減
速
の
少
な
い
運
転
な
ど
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

暖
房
は
、
室
温
20
℃
を
目
安

に
温
度
調
節
し
、
重
ね
着
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
省
エ
ネ

　

電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な

い
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
照
明
器
具

の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
０
８
）

　

歳
末
に
な
る
と
、
「
人
・
物

・
金
」
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
犯
罪
や
交
通
事
故
も
増
加

し
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
ひ
っ
た
く
り
な

ど
の
街
頭
犯
罪
や
、
女
性
・
子

ど
も
が
被
害
と
な
る
犯
罪
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、
各
種

犯
罪
な
ど
の
被
害
や
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
守
口
」

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

重
点

○
街
頭
犯
罪
の
抑
止
活
動
の
強

化
○
金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
強

盗
な
ど
の
犯
罪
の
抑
止
活
動

の
強
化

○
交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る

飲
酒
運
転
を
中
心
と
し
た
取

締
り
お
よ
び
薄
暮
対
策
の
強

化
問
合
先　

守
口
警
察
署
（
☎
６

９
９
４
・
１
２
３
４
）

　

ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
、
空
き
缶
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
ご
み
や
、
交
通
の

支
障
と
な
る
道
路
上
の
違
反
広

告
物
を
な
く
し
て
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
「
美
化
活
動
団
体
な
ど
」

と
「
は
が
し
・
た
い
」
の
登
録

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
、
活
動
用
具
や

ご
み
袋
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

対
象

○
美
化
活
動
団
体
な
ど
（
ポ
イ

捨
て
ご
み
な
ど
の
美
化
清
掃
活

動
）

　

定
期
的
に
地
域
の
清
掃
を
行

う
な
ど
地
域
の
美
化
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
会
社
、
団

体
、
個
人

○
は
が
し
・
た
い
（
道
路
上
の

違
反
広
告
物
の
除
却
活
動
）

　

町
会
な
ど
５
人
以
上
（
18
歳

以
上
で
市
内
在
住
・
職
・
学
）

で
構
成
す
る
団
体

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
１
１
）

　

暖
房
器
具
が
恋
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

守
り
正
し
い
取
り
扱
い
を
し

て
、
火
災
に
は
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

☆
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
灯
油
は
冷
所
に
保
管

○
灯
油
の
容
器
は
密
閉

○
灯
油
の
保
管
場
所
付
近
で
は

火
気
厳
禁

○
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際

は
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施

○
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
す
る
時

は
、
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行

う
○
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
で

乾
か
さ
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
周
辺
は
、
整
理
整

と
ん
し
、
燃
え
や
す
い
も
の

や
整
髪
剤
な
ど
の
ス
プ
レ
ー

缶
を
近
づ
け
な
い

○
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、

専
門
業
者
に
点
検
を
し
て
も

ら
う

問
合
先　

守
口
消
防
署
（
☎
６

９
９
３
・
０
１
１
９
）

　

昨
年
の
火
災
の
原
因
で
最
も

多
い
も
の
は
放
火
（
疑
い
含

む
）
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
多
く
の
被
害
を
与
え
ま
し

た
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
屋
外
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

放
置
し
な
い

○
郵
便
受
け
な
ど
に
新
聞
な
ど

を
た
め
な
い

○
家
の
周
囲
を
明
る
く
し
、
外

部
か
ら
の
死
角
を
な
く
す

○
自
動
車
や
単
車
の
カ
バ
ー
を

使
用
す
る
と
き
は
、
燃
え
に

く
い
防
炎
製
品
を
使
う

問
合
先　

守
口
市
門
真
市
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６

９
０
６
・
１
３
０
２
）

　

消
防
署
で
は
、
火
災
の
予
防

と
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
12
月
10
日
㈬
〜

１
月
３
日
㈯
の
間
、
年
末
年
始

火
災
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
で
忙
し
い
時
期
で

す
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

○
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

○
コ
ン
ロ
の
火
を
つ
け
て
い
る

と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子

ど
も
の
手
の
届
く
所
に
置
か

な
い

○
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
を
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

問
合
先　

守
口
消
防
署
（
☎
６

９
９
３
・
０
１
１
９
）

　

宅
内
の
水
漏
れ
修
理
は
、
お

客
さ
ま
が
「
市
指
定
工
事
業

者
」
に
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

　

修
理
の
対
応
が
可
能
な
市
指

定
工
事
業
者
は
、
水
道
局
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
（http://www.mor

iguchi-suidou.jp

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
に
一
覧
表

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
下
さ
い
。

　

休
日
・
夜
間
の
緊
急
時
の
応

急
修
理
は
、
水
道
局
が
24
時
間

体
制
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

水
道
局
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
１
・
６
７

７
７
）

水道管の凍結・
破裂に注意
～水道管にも
防寒を～

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

宅
内
修
理
は

　
　
市
指
定
工
事
業
者
へ

水
漏
れ
緊
急
時
は
24
時
間
体
制

　

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国

の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る

重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
・
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月

31
日
㈬
で
す
。
12
月
下
旬
か
ら

調
査
員
（
「
調
査
員
証
」
携

帯
）
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
票
へ
の
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

法
制
文
書
課
統
計
係

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
２
８
）

　

府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
入

居
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
業

界
団
体
と
連
携
し
、
「
宅
地
建

物
取
引
業
人
権
推
進
指
導
員
」

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
は
、
社
内

で
従
業
員
に
対
し
て
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
を
行
い
、
人

権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
を
置
い
て

い
る
宅
建
業
者
は
、
営
業
所
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.pref.osak

a.jp/kenshin/sido-jinken/
index.html

）
を
ご
覧
下
さ

い
。

問
合
先　

府
住
宅
ま
ち
づ
く
り

部
建
築
振
興
課
（
☎
６
９
４
１

・
０
３
５
１
）

平成２６年
工業統計調査
を実施

平成２６年
工業統計調査
を実施

ご存知ですか？
宅地建物取引業人権推進
指導員制度

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
・
地
球
温
暖
化

防
止
月
間

年
末
年
始
の
火
災
を
防
ご
う

年
末
年
始
の
火
災
を
防
ご
う

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

　
　
　
　

活
動
登
録
申
請
受
付
中

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

　
　
　
　

活
動
登
録
申
請
受
付
中

歳
末
警
戒
を
実
施

　
　
　
〜
12
月
１
㊊
〜
31
日
㊌
〜

歳
末
警
戒
を
実
施

　
　
　
〜
12
月
１
㊊
〜
31
日
㊌
〜

灯
油
・
暖
房
器
具
の

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

灯
油
・
暖
房
器
具
の

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

放
火
に
注
意

放
火
に
注
意

自
転
車
の
撤
去
は
、
土
・
日
曜
、
祝
日
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

保
管
期
間　

移
送
の
告
示
日
か
ら
１
か
月

処
分
日　

12
月
20
日
㈯
（
10
月
撤
去
分
）

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急
に
放
置
自
転
車
大
日
保

管
所
（
☎
６
９
０
２
・
２
３
４
０
）
へ
お
越
し
下
さ
い
。

返
還
時
間　

毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　返還を受ける
には、住所、氏名
が確認できるも
の、鍵、移送保管
料（自転車2,500
円、原動機付自
転車4,000円）が
必要です。
　ただし、移送
日の前日までに
警察署に盗難届
が提出されてい
るときは、免除
の対象になりま
す。

保管中の放置自転車を
お引き取り下さい

Ｎ
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放置自転車
大日保管所

大日駅よりの
順路

　10月の大気汚染状況は、二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊粒子状物質について、各測
定局とも環境基準を下回っていました。
問合先　環境政策課（☎6992‒1508） 〜

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
〜

第１測定局
（児童センター）

第２測定局
（大日東公園）

第３測定局
（錦公民館）

測定局

大気汚染物質

10月の大気汚染状況（１時間値の月平均濃度)

二 酸 化 硫 黄

二 酸 化 窒 素

浮遊粒子状物質

0.003ppm

0.014ppm

0.019mg/m3

0.003ppm

0.016ppm

0.011mg/m3

0.004ppm

0.015ppm

0.018mg/m3
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